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研究成果の概要（和文）：第二言語としての韓国語習得研究において，被験者の能力を簡易的に測定できるツー
ルがなく，斉藤・玉岡（2014）では，限られた数の語彙を問うことによって，被験者の全体的な韓国語能力を予
測する韓国語語彙能力測定テストを開発した。本研究はその文法版として，限られた数の文法項目を問うことに
よって，被験者の全体的な韓国語能力を測定するテストを開発したものである。72問の文法テスト項目を，114
名の中国語母語話者の被験者に実施し，データ分析プログラムによって，適切度の高い36項目を抽出し，短時間
で使用可能な簡易的な被験者の標準化のためのテストを開発した。

研究成果の概要（英文）：In Korean acquisition as a second language, there was no tool to measure the
 subject's ability in a simplified way, and Saito and Tamaoka (2014) developed the lexical 
proficiency test for measure the entire Korean proficiency of subject by asking a limited number of 
vocabulary. This study, as its grammatical version, developed a test to measure the overall Korean 
language ability of subjects by asking a limited number of grammatical items. For this purpose, 72 
grammar test items were conducted on 114 Chinese native speakers. The data analysis program 
extracted 36 items with high degree of relevance. We developed a test for standardization of a 
simple subject that can be used in a short time.

研究分野： 第二言語習得
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語としての韓国語学習者のための文法能力テストを開発し，基本指標として広く一般に使用できるようにす
ることを目的として，36問からなる簡易的な文法能力測定テストを作成した。従来，多くの韓国語習得に関する
研究論文では、被験者のレベルの統制がなされておらず、所属クラスや学習歴、あるいは韓国語能力試験などの
検定試験の級を被験者のレベルとして使用している場合が見受けられ，非常に曖昧なレベル基準によって実証研
究を行うという問題があったが，この成果により，より精緻な習得研究のレベル分けツールが提供された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 言語のどのような事象が習得されたかという第二言語習得の研究は、調査前の学習者の言語

レベルを把握することが不可欠である。しかしながら、多くの韓国語習得に関する研究論文で

は、被験者のレベルの統制がなされておらず、所属クラスや学習歴、あるいは韓国語能力試験

などの検定試験の級を被験者のレベルとして使用している場合が見受けられ，非常に曖昧なレ

ベル基準によって実証研究を行うという問題があった。習得研究には調査開始時の被験者の

言語レベルの測定が必要であり、言語レベルの測定には弁別力と再現性が求められる。斉

藤信浩・玉岡賀津雄（2014）では韓国語の語彙能力測定テストが開発されており，これは

TOPIK と教育基幹語彙（長谷川由起子・曹美庚・大名力, 2010）を基準として、48 語の語彙

の知識を問うことによって，簡易的に被験者の韓国語力を測定するために作成されたものであ

る。韓国語の分野においても、学習者から得られたデータを検証する量的な手法による第二言

語習得の研究論文が増えてきており，語彙テストのみではなく，文法能力から測れる，簡易的

な測定ツールの開発が求められる。 

 

２．研究の目的 

 項目応答理論（Item Response Theory; IRT）は受験者のテスト結果を絶対値で尺度化し，そ

の問題項目に対する応答パターンを数学的に予測する理論である。IRT によって検証された問

題項目は測定制度が保証され，異なった被験者群にテストを与えても同等の測定結果が得られ

るため各群のテスト結果の論理的な比較が可能となる。従来の古典的テスト理論は被験者群の

特性によって平均点，標準偏差（偏差値），信頼性が変動してしまい，汎用的な測定としては難

点があった。量的な言語研究においては，複数の被験者群の比較のために言語能力の測定は必

須であり，宮岡・玉岡・酒井（2011）は日本語の語彙能力測定テストを IRT に基づいて開発し

ている。この研究を参照にして，斉藤・玉岡（2014），斉藤（2015）が IRT に基づいた韓国語の

語彙能力の測定テストを開発し（挑戦的萌芽研究 23652116）, 韓国語習得の分野に初めて IRT

による測定テストが導入された。宮岡・玉岡・酒井（2011）による日本語語彙能力テスト，

斉藤・玉岡（2014）による韓国語語彙能力テストの開発によって，両言語の習得研究にお

ける被験者測定のツールは一歩前進したが，文法能力を測定するテスト開発は両言語共に，

多くの困難点があり，遅れている（宮岡・玉岡・酒井 2014，斉藤・玉岡 2015）。本研究は，

量的言語研究のための測定ツールとして，韓国語学習者の文法能力を測定する文法能力テ

ストを IRT に基づいて開発することが目的である。標準化された日本語能力テストが開発さ

れている。しかし，韓国語では語彙能力テストの開発は進んでいるものの，文法能力テストは

未開発である。語彙と文法の能力は言語習得の基本指標として使われる。今後，韓国語習得研

究の分野でも，簡便で普遍的な測定力のある文法能力テストの開発が必要である。本研究は，

中国語または日本語を母語とする韓国語学習者の大量データをテスト理論の枠組（IRT）で詳細

に検証し，外国語としての韓国語学習者のための文法能力テストを開発し，基本指標として広

く一般に使用できるようにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 韓国語文法能力テスト開発のための検証課題として，以下２つの課題を設定した。 

(1) 文法能力測定テストの作成（課題 1）： 

 初級から上級までの文法項目のうち， (a)形態素変化（活用），(b)局所依存（助詞），(c)構

造の複雑性（修飾関係），の理解度を図るため，斉藤・玉岡（2015）で検証された文法測定の問



題点を修正し作成する。文法項目は韓国語能力試験（TOPIK）に準拠して選定をし，測定項目の

設定を行う。文法能力測定テストの形式 テストは、形態素変化（活用）24 問、局所依存（助

詞）24問、表現（接続助詞・文末表現）24 問の 72 問から成る。形態素変化は規則活用（陽母

音活用・ㅂ規則活用・ㅅ規則活用・陰母音活用）と不規則活用（러不規則活用・으不規則活用・

ㅂ不規則活用・ㄷ不規則活用・르不規則活用・ㅎ不規則活用・ㅅ不規則活用）がある。局所依

存は初級範囲（主格・対格・向格・処格・具格）、中級範囲（与格・奪格・起点格・限定）、上

級範囲（非限定・でも・強調）がある。表現は初級範囲（義務・経験・目的・禁止）、中級範囲

（能力・準備・完了・変化）、上級範囲（習慣・価値・特例・様態）がある。クロンバックの信

頼性係数はα=.840 であった。 

 (2) IRT による問題項目の検証（課題 2）： 

 課題１のテストを IRT を基盤とした T-DAP（Text Data Analysis Program）によって項目分

析を行い，PROX 法によって測定精度の高い問題項目の抽出を行う（斉藤 2015）。抽出された問

題項目を ANOVA によってレベル弁別力，項目間の有意差の有無を検証する。 

 この検証のために，中国内にある大学の韓国語学科で韓国語を第二外国語として学習してい

る中国語母語話者（母語は中国語）114 名（男 24、女 95）を対象に 2016 年 12 月に調査を実施

した。被験者の平均年齢は 245.36 ヶ月歳（SD=18.59）、学習期間は 22.91 ヶ月（SD=8.09）であ

った。紙形式の四肢選択問題を試験監督の下、90 分の時間内で一斉に回答させた。被験者は学

習暦 1年（12ヶ月～18 ヶ月）を下位群（n=54）、学習暦 2年（24ヶ月～30ヶ月）を上位群（n=60）

とした。 

 

４．研究成果 

調査結果１ レベルの弁別力は下位群と上位群の 2レベル間の各文法項目の得点差を独立した

サンプルの t検定で検証した結果、表現の中級範囲でのみ有意差がなかったが，それ以外の全

項目では有意差があり，レベルの弁別力が確認された。 

調査結果２ 項目間で得点差が出るか，反復測定の単純対比で検証したところ，下位群は，形

態素変化（M=17.67，SD=.30）＞局所依存（M=15.95，SD=.35）＝表現（M=.15.63，SD=.47），上

位群は，形態素変化（M=19.40，SD=.30）＝局所依存（M=18.90，SD=.37）＞表現（M=17.71，SD=.50）

となり，中国語母語話者でも形態素変化（活用）の得点が高く，局所依存（助詞）が次いでい

た。以下，表１に結果を展開する。 

 

表１ 下位群と上位群別の 3項目の比較（反復測定の単純対比） 

 

 

 調査結果１と調査結果２は，この文法能力測定テストが，項目の偏りなしにレベルをきちん

と弁別できるテストであることを示している。 

 最後に，項目の選別として，中村・大村・秋山（2002）で開発された T-DAP ver.2.0 を用い

て，標準適切度の高い項目を本調査で実施した 72問の中から抽出し，調査結果２の得点が項目



間で均等になるように最終的に 36問の項目を抽出し，被験者のレベル測定のための韓国語文法

能力測定テストを開発した。以下，表２から表４は標準適切度に従って抽出（○の付いている

もの）された，各下位項目の問題項目である。 

 

表２ 形態素変化（活用）の問題項目の標準適切度(SATOT) の順位 

 

 

表３ 局所依存（助詞）の問題項目の標準適切度(SATOT) の順位 

 

 

 

 

 

 

 

 



表４ 表現（文法）の問題項目の標準適切度(SATOT) の順位 
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